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選択の自由に関する実験心理学的研究

論 文 内 容 の 要 旨

　選択は私たちの生活と密接に関わっており、古来より人間の心的活動において重要な役割を担うと考えら

れてきた。これまで、心理学の一分野である行動分析学では、選択肢が一つしか提示されない強制選択場面

と選択肢が複数提示される自由選択場面ではどちらが好まれるかという実験的検討が行われてきた。ラット

やハトなどの動物だけではなく、ヒトにおいても強制と自由選択場面のすべての選択肢に対して同量の報酬

が随伴した場合に、自由選択場面に対する一貫した選好がみられてきた。本研究では自由選択場面のような、

選択肢が複数提示され、その中から自らが選択することが可能である場面を「選択機会」が有る場面ともよ

ぶ。本研究の目的は、選択機会の有無が行動や認知に及ぼす影響について実験的検討を行い、各研究で得ら

れた知見から「選択の自由はなぜ好まれるのか」について考察を行うことであった。具体的には、研究Ⅰか

ら研究Ⅲまでの三つの研究を行った。

　研究Ⅰの実験１では、ヒトにおいて強制と自由選択場面間の選択事態で自由選択場面への選好がみられる

か否かについて、報酬を獲得する事態と損失する事態で検討を行った。結果として、どちらの事態において

も自由選択場面への選好がみられた。実験２から実験６では、強制と自由選択場面の課題分析より明らかと

なった、予測可能性と制御可能性が自由選択場面への選好に及ぼす影響について検討した。研究Ⅰでは、予

測可能性は終環において提示されるカードの枚数として、制御可能性は終環における参加者の選択の可否と

して定義される。その結果、予測可能性と制御可能性は交互作用的に自由選択場面への選好に関与している

ことが示唆された。また、予測可能性は、制御可能性がある場合にのみ、自由選択場面への選好を高める効

果をもち、制御可能性は単独でも自由選択場面への選好を高める効果をもつことが示唆された。つまり、強

制と自由選択場面間の選択における自由選択場面への選好は、選択肢が複数提示されたとしても、自ら選択

できることが担保されていなければ生じないことが示された。

　続く研究Ⅱおよび研究Ⅲでは、選択機会が有る場面で、参加者にどのような認知が生じているのかについ

て検討を行った。具体的には、研究Ⅱでは迷信行動と選択機会、研究Ⅲでは制御幻想と選択機会との関連に

ついて検討を行った。結果として、研究Ⅱと研究Ⅲでは、選択機会の有無によるコントロール感への影響は

みられなかった。しかし、研究Ⅲの結果から、選択機会が有る場面でコントロール感の増大が生じるという

よりは、選択場面の中で参加者自身が選択した選択肢に対するコントロール感が増大することが示唆された。

　最後に、本稿の総合論議にて、本研究から得られた知見より「選択の自由はなぜ好まれるのか」について

の考察を行い、近接領域との関連や今後の研究展開について議論された。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

　本論文は選択の自由が保障された場面が、そうでない場面よりも好まれるという自由選択場面の選好とい

う現象に関して、視点を変えた３つの実験事態からのアプローチを行った研究をまとめたものである。研究

Ⅰでは６つの実験によって自由選択場面の選好を、並立連鎖スケジュールによる選択場面を用いて検討して

いる。その際著者は、従来の研究ではほとんど分離のなされてこなかった選択の制御可能性と予測可能性

を、新たな実験事態を考案することによって分離し、選好は制御可能性との関連が深いことを実証的に示し

た。これらの実験群の段階的な実施と結果の解釈は、著者の丹念な論理的展開に支えられており、実験事実

はもとより当該分野における重要な理論的貢献でもあり、その結果は非常に意義が深いものと考えられる。

　研究Ⅰにつづく研究Ⅱと研究Ⅲでは選択機会とコントロール感という視点から、自由選択場面が選好され

る理由についての６つの実験が行われている。研究Ⅱでは実験参加者の反応とは無関係に強化子が提示され

る迷信的行動の実験事態を用い、自らが選択した選択肢に対するコントロール感が増大するという結果を得、

研究Ⅲでは随伴性学習の事態で、さらにこれを定量的に示し、実験事態を越えた一般性を示した。

　本論文の大きな特徴のひとつは、選択の自由への選好という事実を、それぞれ異なった背景―研究Ⅰと研

究Ⅱでは実験的行動分析、研究Ⅲでは認知的学習理論―を持つ実験事態を用いて検証したことにある。この

ことは著者が選択研究のみならず、学習研究全般についての深い理解を持っていることの証左であり、十分

に評価できる点である。また、いずれの実験事態を用いる際も、準拠する実験研究の結果の再現から出発す

る手堅い実証的研究手法は本論文の成果を堅実なものとすることに大きく寄与している。さらに形式的な点

ではあるが論文全体の記述も正確を期した上に必要十分なものであり、実験のデザインの構築や論議の論理

的展開についても、十分に意を尽くした理解しやすい内容になっていることも、大きな評価に値するもので

ある。

　このように本論文は実証的研究の論文としては、質的に非常に高いものであるといえるが、微細な点で、

いま一歩の言及が望まれる点もある。研究Ⅱと研究Ⅲは実験参加者のコントロール感といういわば “主観的

な ”問題を扱っている。自由選択場面への選好という現象がなぜ生じるのかという、著者の根本的な疑問に

対しては、これらの “実験参加者の主観 ”という点を扱うことは当然の帰結であるといえる。しかし本論文

全体を一篇の実験論文として見た場合、“客観的選択行動 ”を扱っている研究Ⅰと “主観的コントロール感 ”

を扱っている研究Ⅱと研究Ⅲの間には、本論文の記述のみを頼りにするならば若干の理論的落差が垣間見ら

れる。この点は、著者の今後の研究課題のひとつとなるであろう。

　本論文は2014年１月10に公開発表会が行われ、同年１月29日に口頭試問が行われた。これらの際には多数

の質問が寄せられたが、著者は一つ一つに対して、この研究領域に関する深い理解を背景として真摯な回答

を行った。この点も著者が研究者として持つ十分な学識と誠実な態度を表すものであるといえる。

　以上のことから審査委員会は、堀氏の提出した博士論文が、博士（心理学）の学位を受けるに十分足るも

のであるとの結論を得、ここに報告するものである。


